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またまた、伊予市ってどこ・・・？と思われる方が大半かと思いますが、松山市の

隣町、松山空港からすぐ、と前回の愛南町とは違い、非常にアクセスは良いところ

です。愛媛県では、2 つ目の新規大会になるこの大会に、再び、父親と挑戦してき

ました。 

 

今回は、ローカル大会のため、何となくのんびりモード。 

準備されている折り返し地点の目印も、癒し系。。。 

 

 スイムコースは、明らかに 500m なさそうな怪しいコースを 3 周回→バイクトランジ

ットまで、約 1km ラン→バイクコースも、サイクルメーターでは 39km としか表示され

なかったコースを 6 周回→ランコースは海岸線を 2 周回の 10km、『頑張ってコース

を作りました』という雰囲気が感じられるコースで行われ

ました。 

 

開会式と前夜祭は、愛媛県では「恋人たちの聖地」と呼

ばれており、また「日本夕日百選」に選ばれている、ふた

みシーサイド公園で夕日を見ながら行われました。 

 

 鯛の舟盛、しらす丼、じゃこてんなど地元の食材を使っ

たおもてなしを受け、胃袋は大変満足したのですが、残念

ながら、アルコール類の提供はなく、ガソリン補給ができ

ない非常に残念な前夜祭でした。 

 

今回も親子で出場ということで、テレビ取材を受け、あ

りがたいことに何人かの方に「前回の放送見ましたよ」と

声をかけていただきました。 

 が、父親は、スイムが泳ぎ切れない不安感なのか、ず

ーーーっと不機嫌。。。。。 

 

ワタクシは、大会に出ることに意義があって、しんどか

ったら skip して楽しめばいいと思っているのですが、男と

してのプライドが許さん・・・、というところでしょうか？何と

なく、父親の気持ちがわからんでもないんですが・・・。 

 

当日は、やや曇りの絶好のトライアスロン日和。 

女子は全員第 3 ウエーブからののんびりスタート。 



 前回と同様、ウエーブスタートなのはいいのですが、後ろから抜いていくのって、

かなりの労力を要します。レディースなので、バトルに巻き込まれないように・・・、

という優しい主催者の配慮なんでしょうが、逆に蹴られて蹴り返した回数は多い

ので、来年は、さっさとスタートしたいな、と泳ぎながら思いました。 

二日酔いと夏バテで体調イマイチだったため、多分スイムアップは女子 3 位。 

 

スイム終わって、1km 走るのって、ホンマしんどいですね。 

バイクスタートの前に、ヘロヘロです。 

 

バイクは、緩やかな山を 6 周回。 

1 周目で、1 人抜いて、女子 2 位に。 

途中の坂道で、カメラを肩に、ワタクシを追いかけてくるバイクの音が・・・。 

「女子 2 位ですが、どうですか？しんどいですか？」と突然インタビューが始まりまして・・・。 

って、『しんどいに決まっとるやろ～（怒）、坂の途中で聞いてくるな～（怒）』と内心思いつつも、笑顔で大人の対

応。。。。。 

ワタクシ以外も、バイクの途中で走りながらインタビューされておりました。 

さすが、愛媛県のローカル大会。 

 

ランは、海岸線の美しい景色を見ながら、暑いながらも

気持ちよく走れました。 

 

何とか、女子総合 2 位でゴール♪♪♪ 

 

みなさん、前回同様、スゴイと思うでしょ？ 

だって、女子 17 人しか出てないもーん（汗） 

ちなみに女子は完走できたら、全員、表彰台でした。 

殆ど練習しないで、大会に出場しているので、タイムも恐ろしくてとても公表できません(TTT_TTT) 

 

父親もスイム skip でなんとかゴール。 

今回も、親子でゴールテープを切ることができました。 

「トライアスロンはしんどいけん、もう引退する」とか申しておりましたが、娘は、そうは簡単には引退させません

よ。来年度も、本人の意思とは関係なく申し込みたいと思います。 

65 歳でトライアスロン引退って、とんでもない!!! 

 

今年度、大河内家のトライアスロン大会への挑戦は終わりましたが、また、冬ぐらいに、親子でフルマラソン大

会参加を考えております。 

 

松山から近いので、大会に出たついでに、道後温泉やしまなみ海道に寄られるのもいいんじゃないでしょうか？ 

山本くん、海外もええけど、愛媛県の大会もなかなかやけんのー、来年は出てみんけん？ 

 

 


